
経営比較分析表（令和4年度決算）
香川県三豊市　みとよ市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 46 46 - ■

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 11 - ド 救 臨 へ 輪 30 - 122 【】

- 年度 - 年度 - 年度

41 87

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

62,258 9,813 第２種該当 - １３：１ 46

Ⅰ 地域において担っている役割
地域に必要となる機能を補完していくとともに、第二次救急医療
機関として、救急患者に対し自施設で可能な範囲で高度専門医療
を提供し、必要に応じて三次救急医療機関に紹介する役割を担っ
ていく。
①初期から二次までの救急医療
②急性期医療を脱した患者へ回復期及び維持期の医療を提供
③在宅での医療・福祉を他施設との連携によって推進する地域包
括ケアの中心的な役割
④広域救護病院として医療救護活動の中核を担う
⑤西讃地域での精神科医療における中核的な役割
⑥地域の医療従事者への研修H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 78.6 74.4 69.7 74.9 82.8当該値 85.1 81.1 80.8 73.0 94.9 当該値 38.6 46.0 46.6 50.8 72.7当該値 68.2 63.3 59.7 65.9 74.6

平均値 84.0 84.3 80.7 82.2 81.7平均値 97.2 96.9 100.6 105.9 104.3 平均値 70.1 70.4 65.8 65.0 63.3平均値 80.4 80.6 77.1 78.6 78.1

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率は昨年より増加したが引続き100％を下回っている。理由として
は、外来入院等の収益以上に、人件費や経費等の医業費用の増加によるものであ
る。一般会計からの繰出はあるものの単年度収支が赤字となっている状況であ
る。病床利用率については昨年より増加し、類似病院を上回っており、新病院に
移行したことが利用率の改善につながっている。入院・外来患者の１人１日当た
りの収益については、類似病院より下回っているので、入院については、診療単
価を向上させるためにも救急患者を受入れ、病床コントロールをしっかりと行
う、外来についても診療報酬を計上できる項目がないか、また計上が漏れている
ものはないかなどを再確認し、診療単価を増加させるよう努力していきたい。職
員給与費対医業収益比率については、昨年より減少したものの、類似病院よりは
少し高い数値であり原因として職員給与費の増加によるものが大きいと思われ
る。材料費対医業収益については、前年と同レベルではあるが、引続き削減でき
る費用は削減していきたい。累積欠損金については令和３年度よりは減少してい
るものの令和元年度以降増加傾向にあるため早急に赤字体質を解消し、経営改善
を図り収益を向上させたい。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 　旧病院は耐震基準を満たしていない老朽化した建物だったが、
令和４年５月に新病院が開院しており当面設備投資の課題はな
い。それに伴い、固定資産減価償却率及び器械備品減価償却率の
数値は低くなっている。逆に、新病院になり資産が増えたため有
形固定資産は大きく増加している。

R04 H30 R01 R02

15.5 14.2 14.0 14.2 13.868.9 当該値26,601 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

平均値 34,924 35,788 37,855 39,289

81.0 87.0 84.6 79.57,825 7,465 6,832 8,573 8,681 当該値

10,244 10,602 11,234 11,512

当該値 20,258 20,348 21,874 22,993

17.9

2. 老朽化の状況

全体総括

  公立病院として、地域に密着し市民の健康と福祉に貢献し、安
心して医療を受けられる環境を維持していくことが求められてい
る。令和４年５月の新病院開院後においても安定した経営を図れ
るよう職員一丸となって経営改善に取り組んでいく必要がある。
安定した経営を図るため地域包括ケア病床を導入し、診療報酬等
の増収を図るよう取り組んでいる。
　今後も引き続き、医療体制の確立（特に常勤医師の確保）や患
者サービスの向上に努めるとともに、経営の健全化を図りつつ、
地域に密着した医療を推進するために努力していく。H30 R01 R02 R03 R04 H30

66.9 平均値 17.7 17.5 17.5 17.311,831 平均値 63.7 63.3 68.5 67.140,846 平均値

R03 R04

当該値 0.0 3.9 33.9 72.4 62.5 当該値 75.9

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

17,069,701 17,121,873 17,580,242 63,138,336

平均値 117.1 120.5 124.2 121.6 118.9

68.5 71.8 68.4 31.3 当該値 12,693,28173.0 74.6 74.3 25.2 当該値 84.9

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 40,683,727 41,891,213 42,806,727 43,530,781 44,196,357平均値 71.4 71.7 72.9 73.9 74.3平均値 54.1 54.6 56.9 58.1 59.4
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③修正医業収支比率(％)
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※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 40,683,727 41,891,213 42,806,727 43,530,781 44,196,357平均値 71.4 71.7 72.9 73.9 74.3平均値 54.1 54.6 56.9 58.1 59.4

18,625,280 18,729,120

平均値 117.1 120.5 124.2 121.6 118.9

85.2 84.7 84.0 67.3 当該値 18,186,88760.2 62.3 64.3 65.0 当該値 95.0

R03 R04

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 当該値 59.6

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

18,473,393 18,493,707

17.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　各指標の数値は新型コロナウイルスの影響を受け、令和4年度は
若干悪化したものの横ばいとなっている。類似医療機関と比較し
ても、概ね健全な水準を保っており、収支は黒字で経営そのもの
に関しては問題はない。しかし、老朽化の状況に表れているよう
に、今後老朽化した固定資産への多額の施設・設備投資費用の発
生が見込まれ、更新する際の財源、発生する減価償却費などによ
り経営を圧迫する可能性もある。
　地域に必要な医療を提供するために、引き続き指定管理者制度
による管理、運営を行い、指定管理者とさらなる連携を図るとと
もに、経営の効率化、収支の改善に取り組む。
　また、令和5年度策定予定の公立病院経営強化プランによる目標
の明確化を行い、毎年の見直し、点検評価による計画の修正等に
より持続可能な医療を地域に提供していけるよう努める。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

66.9 平均値 17.7 17.5 17.5 17.311,831 平均値 63.7 63.3 68.5 67.140,846 平均値平均値 34,924 35,788 37,855 39,289

74.1 72.1 73.8 75.711,578 12,449 12,663 12,576 12,647 当該値

10,244 10,602 11,234 11,512

当該値 26,994 26,559 27,139 26,882 26,508 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成18年度から三豊・観音寺市医師会との指定管理者制度を導
入し、現在利用料金制となっている。
　経常収支比率については健全経営である100％を超えて黒字であ
る。一方、病床利用率は新型コロナウイルスの影響により93.8％
に落ち込んだ。これに伴って医業収支比率は約5％のマイナスと
なっている。しかし、類似病院と比較すると大きく上回ってお
り、効率的に病院運営がなされている。
　また、入院患者単価は類似病院を下回っているものの、高い病
床利用率を維持し、外来単価に関しては類似病院を上回ってい
る。医業収益の減少もあり職員給与費対医業収益比率は上昇傾向
で、職員配置が適正かどうか検討するとともに、材料費を抑える
など他の支出削減等の経営努力により収益性を確保している状況
にある。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 　建物は築後40年を迎え経年劣化が進行しており、患者の療養環
境の整備が必要な状況となっている。今後、定期的な修繕を行
い、中・長期目線での大規模改修なども計画しながら、既存の建
物の長寿命化を図る。
　機械備品減価償却率は令和4年度に高額医療機器の更新を行った
ことにより大幅に減少した。今後も医療機器などについては適切
な保守点検などを行いながら、医療水準の維持、向上を図るため
必要に応じて適切な時期に更新する。

R04 H30 R01 R02

5.5 5.5 5.8 5.8 6.380.5 当該値

平均値 70.1 70.4 65.8 65.0 63.3平均値 80.4 80.6 77.1 78.6 78.1平均値 84.0 84.3 80.7 82.2 81.7平均値 97.2 96.9 100.6 105.9 104.3

当該値 97.6 97.0 95.3 94.4 93.8当該値 99.9 101.7 100.8 97.7 92.5101.7 100.8 97.7 92.5当該値 105.6 107.7 107.9 105.6 102.2

Ⅰ 地域において担っている役割
　病院理念に「高齢者にやさしい病院」を掲げ、慢性期の医療や
介護、リハビリテーションに重点をおきながら、地域へ高齢者医
療を中心に提供している。
　特に認知症医療については、県より認知症疾患医療センターの
指定を受け、充実した支援体制による専門的診断及び治療を行っ
ている。また、講演会やイベントを通じて認知症への理解・予
防・対応などの啓蒙活動、患者やその家族等への理解を深めるた
めの認知症施策を進めている。
　回復期、慢性期病床以外に精神病床を有し、在宅や施設での対
応が困難な認知症患者に対しては入院治療を提供し、患者が住み
慣れた地域での在宅復帰を支援し、地域の認知症治療の中核的医
療施設となっている。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 99.9

- 年度 - 年度 平成18 年度

90 90

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

62,258 11,789 非該当 非該当 ２０：１ -

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

指定管理者(利用料金制) 3 - ド 訓 臨 60 - 150 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 - 90 - ■

経営比較分析表（令和4年度決算）
香川県三豊市　西香川病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,963,977】
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【55.6】

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【17,600】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【61,837】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

⑨累積欠損金比率(％)
【63.0】



　施設は平成5年に供用開始を行った潟満地区を筆
頭に平成15年に供用開始した大見地区まで5施設が
稼働しているが、供用開始後19～29年を経過し、管
渠及び施設・機器等の老朽化が進行している。
　今後は、各施設の機能診断調査実施及び最適整備
構想の見直しを行い、国庫補助事業等を活用した計
画的な長寿命化更新工事を実施して、更新費用の平
準化を図っていく必要があると考える。

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和4年度決算及び今後の見通しについて、費用
面で経営に影響を与える要因は少ないものと考える
が、経営の健全性及び効率性のより一層の向上のた
め、施設利用率の更なる向上に努力し、機械設備の
高機能化を図り、維持管理費の削減についても適宜
行っていく。また、管渠及び施設の更新は機能強化
事業等の補助制度を活用して、更新費用の平準化を
図れるよう対応していく。
　また、前述のとおり令和6年度からの地方公営企
業法適用に向け、滞りなく移行事務を実施し、その
後の経営戦略の見直しを図る。それにより、今後の
人口減少等を加味した料金改定の必要性を検討する
こと、また施設の老朽化を踏まえた更新費用の検証
等を行うことで、本事業の経営を持続可能なものと
していく。

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

2,365 1.77 1,336.16 【】 令和4年度全国平均

処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本事業は、市内5施設を対象としており、収益的
収支比率は93.96％であるが、経費回収率は、類似
団体平均値よりも低い39.69％となっており、使用
料で回収できない費用を一般会計からの繰入金で
賄っている状況である。
　令和2年4月に料金改定を実施し、使用料は増加し
たものの、施設の老朽化に伴う修繕料等がそれを上
回り増加したため、経費回収率は悪化する結果と
なった。
　今後は、令和6年度からの地方公営企業法適用に
向け移行事務を適切に遂行するとともに、更なる経
費削減による経営改善に向けた取組が必要である。
　企業債残高対事業規模比率については、地方債残
高は、388,265千円であり、償還は全額一般会計負
担となっている。償還は令和14年度まで続くため、
しばらくはこの状態が継続すると見込まれる。
　使用料水準の適切性については、三豊市では農業
集落排水事業と漁業集落排水事業を同一会計で経営
しているため、漁業集落排水事業を含めて考えてい
く必要がある。
　汚水処理原価については、費用増加のため前年度
より悪化する結果となった。また類似団体との比較
においても大きく上回っていることから、維持管理
費の削減、接続率向上による有収水量の増加を図
り、適切な数値となるよう取り組む必要がある。

資金不足比率(％)

- 該当数値なし 3.82 100.00 4,180

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

62,258

処理区域内人口(人)

222.70 279.56 ■ 当該団体値（当該値）法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置

経営比較分析表（令和4年度決算）
香川県　三豊市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【809.19】

【87.30】【52.55】【273.68】【57.02】

【0.02】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



経営比較分析表（令和4年度決算）
香川県　三豊市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

222.70 279.56 ■ 当該団体値（当該値）法非適用 下水道事業 漁業集落排水 H2 非設置

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

62,258

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

39 0.13 300.00 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本事業は、市内離島にある1施設を対象としてお
り、収益的収支比率は92.65％であるが、経費回収
率は、類似団体平均値よりも低い30.12％となって
おり、使用料で回収できない費用を一般会計からの
繰入金で賄っている状況である。
　今後は、令和6年度からの地方公営企業法適用に
向け移行事務を適切に遂行するとともに、更なる経
費削減による経営改善に向けた取組が必要である。
　汚水処理原価については、費用増加のため前年度
より悪化する結果となった。また類似団体との比較
においても大きく上回っていることから、維持管理
費の削減、接続率向上による有収水量の増加を図
り、適切な数値となるよう取り組む必要がある。
　企業債残高対事業規模比率について、本年度償還
額963千円であり、償還は全額一般会計負担となっ
ている。償還は令和4年度で終了する。
　使用料水準の適切性については、三豊市では漁業
集落排水事業と農業集落排水事業とを同一会計で経
営しているため、農業集落排水事業を含めて考えて
いく必要がある。
　

資金不足比率(％)

- 該当数値なし 0.06 100.00 4,180

　施設は平成5年に供用開始を行い、現在29年を経
過し、管渠及び施設・機器等の老朽化が進行してい
る。
　今後は、各施設の機能診断調査実施及び最適整備
構想の見直しを行い、国庫補助事業等を活用した計
画的な長寿命化更新工事の検討を図る必要がある。
　また抜本的な改革として、最適化（ダウンサイジ
ング等）も併せて検討していく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　離島に本事業を展開している不利な経営状況では
あるが、施設及び管渠の適正な維持管理を行うこと
により、機器等の異常を早期発見し故障等の未然防
止に努めることが維持管理費の抑制につながり、ひ
いては施設及び管渠の長寿命化を図ることになる。
　また、前述のとおり令和6年度からの地方公営企
業法適用に向け、滞りなく移行事務を実施し、その
後の経営戦略の見直しを図る。それによりにより、
今後の人口減少等を加味した料金改定の必要性を検
討すること、また施設の老朽化を踏まえた更新費用
の検証等を行うことで、本事業の経営を持続可能な
ものとしていく。

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【1,078.44】

【80.39】【29.92】【420.17】【41.91】

【0.01】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



　本事業は、個別方式による合併処理浄化槽の為、
管渠は無く管渠の老朽化指標はない。
　また、浄化槽本体については、浄化槽法に定めら
れた保守点検・清掃・法定検査を適正に行っている
が、すべての浄化槽が設置後、１０年以上経過して
おり、今後修繕料の増加が見込まれる。
　適正な維持管理をこれからも行うことにより、故
障等の早期発見に努め、維持管理費（修繕料）の削
減を図り、併せて浄化槽の長寿命化を目指してい
く。

2. 老朽化の状況

全体総括

　前述のとおり今後も修繕料の増加が見込まれるこ
とから、その他の維持管理費の削減による経営改善
に努める。
　平成２８年度に策定した経営戦略（平成２８年度
～令和７年度）の見直しも検討する。それによりに
より、今後の人口減少等を加味した料金改定の必要
性を検討すること、また施設の老朽化を踏まえた更
新費用の検証等を行うことで、本事業の経営の安定
化に努めていく。
　また、公営設置浄化槽の譲渡については、三豊市
公営設置浄化槽管理条例第11条により、令和2年4月
1日以降、希望者に無償譲渡できることとなった。
相談を受けた時は、譲渡後の維持管理について説明
を行い、積極的に譲渡して行く。

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

7,026 30.32 231.73 【】 令和4年度全国平均

処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本事業は、平成7年度～平成19年度で浄化槽設置
を終了しており、現在は維持管理のみを行ってい
る。
　収益的収支比率は100％であり、経費回収率は、
類似団体平均値よりも高い71.98％となっている
が、100％にはほど遠く、使用料で回収できない費
用を一般会計からの繰入金で賄っている状況であ
る。
　全ての浄化槽が設置後10年以上を経過し、古いも
のでは20年以上を経過していることから、経年劣化
による故障に伴う修繕料が増加傾向にあり、将来的
に経費回収率の回復が望めない状態にある。
　今後も同様に修繕料の増加が見込まれるため、更
なる経費削減に向けた取組みが必要となる。
　企業債残高対事業規模比率については、地方債残
高は、494,568千円であり、償還は全額一般会計負
担となっている。償還は令和19年度まで続くため、
しばらくはこの状態が継続すると見込まれる。

資金不足比率(％)

- 該当数値なし 11.34 100.00 4,180

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

62,258

処理区域内人口(人)

222.70 279.56 ■ 当該団体値（当該値）法非適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K2 非設置

経営比較分析表（令和4年度決算）
香川県　三豊市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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当該値

平均値

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 296.89 270.57 294.27 294.09 294.09

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 69.84 69.02 68.46 74.44 71.98

平均値 63.06 62.50 60.59 60.00 59.01

230.00

240.00

250.00

260.00

270.00

280.00

290.00

300.00

310.00

320.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 298.76 303.76 314.37 287.43 293.08

平均値 264.77 269.33 280.23 282.71 291.82

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 41.22 41.20 41.37 41.40 41.53

平均値 59.94 59.64 58.19 56.52 88.45

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 89.66 90.63 87.80 88.43 90.34

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【307.39】

【86.02】【84.27】【294.83】【57.03】

【-】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


